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助手 醫學士 高 田 二 郎

[昭 和14年12月11日 受 稿]

第1章 緒 言

余 ハ第1編 ニ於 テ家兎 ニ就 キ實 驗 的急 性腹膜 炎

ヲ惹起 セシ メ,其 ノ血 清沃度 酸 値 ノ消長 ヲ檢 シタ

ル結果,其 ノ消 長状 態 ニ2樣 アル ヲ認 メタ リ.即

チ1ハ 腹 膜炎初 期 ニ於 テ一 時的 ニ血 清沃 度酸 値 ノ

増 加 ヲ認 ムルモ次 第 ニ正 常 ニ復 シ,炎 症 ノ極 期 乃

至晩期 ト見做 サル時期 ニ於 テハ著 明 ニ減 少 シ,且

毎常激 烈 ナル腹膜 炎症状 ヲ剖檢 上確 定 シ タ リ.今

1ツ ハ時 間的經 過 ニ從 ヒ 遞増 的 ニ増 加 スル モ ノニ

シテ,コ ノ部類 ニ屬 スル モノハ 剖檢 上其 ノ腹 膜炎

症状 ハ比較 的輕 微 ニシテ寧 ロ中毒 死 ニ陷 ル ノ多 キ

ヲ見 タ リ.而 シ テ余 ノ實 驗 ニ於 テハ 前者 其 ノ大部

分 ヲ占 メ後 者 ハ殆 ド例外 的 ト見做 サル結 果 ニ到達

セ リ.然 レ ドモ之 ヲ以 テ直 チ ニ急 性 腹膜 炎特 ニ其

ノ晩 期 ニ於 テ血 中「ア」量 ハ 減少 スルモ ノナ リ ト斷

言 スル能 ハ ズ.蓋 ン血 清沃 度酸 値ハ 所謂 「ア ドレ

ナ リ ン」 樣物 質 ノ消長 ヲ示 シ,蛋 白新 陳 代謝 産物

モ之 ニ關與 スル モ ノナル事 ハ已 ニ諸 家 ニ ヨ リ承認

セ ラル所 ナ リ.依 テ余 ハ更 ニ實驗 ヲ進 メ本 編 ニ於

テハ生物學 的 ニ急性 腹膜 炎 ニ於 ケル血 中「ア」量 ノ

消長 ノ追 究 ヲ企圖 セ リ.而 シテ血 中 「ア」量 生物學

的測定 法 ニハ古 來種 々 ノ方 法 ノ提 唱 アル モ,何 レ

モ一長 一短 ニシ テ未 ダ完 璧 ナ ル方 法 ナキ現状 ニシ

テ,余 ハ 其 ノ方 法 ノ取捨 ニ就 キ諸種 要 約 ヲ斟 酌 シ

最 モ有效確 實 ナ リ ト見 做 サル ル家兎 腸 片法 及 ビ家

兎瞳孔 反應 法 ノ2法 ヲ選 ビテ實 驗 ヲ行 ヒ,前 編 沃

度酸 値 ノ消長 トノ關係 ニ就 キ些 カ論 及 セ ン トス.

第2章 血 中 「ア 」量 生 物 學 的 測 定 法 ニ

關 ス ル 文 獻

血 中「ア」量 ニ就 キTrendelenburg, O'connor

氏 等ハ末 梢動脈 或 ハ靜 脈 中 ノ「ア」ハ之 ヲ生 物學 的

ニ證 明 スル ハ不 可能 ナ リ トシ,副 腎 ヨリ排 出 直後

ノ副腎靜 脈血 中 又ハ 頸動脈 血 中 ニ於 テ辛 ジテ測 定

シ得 トイヒ,Trendelenburg,八 木 氏 ハ健 常家 兎

頸 動脈 血 中 ニ於 テハ1:1 Milliard乃 至 ハ1:2

Milliardナ リ トシ,O'connor氏 ハ家 兎副 腎靜 脈

血 中 「ア」量 ハ1:1 Million乃 至1:5 Millionナ

リ ト イヘ リ.而 シ テ 兩側 副腎 ヨ リ毎分pro kilo

0.00015-0.0002mgヲ 排 出 ス ト推 定 セ リ.然 ル ニ

Stewart u. Rogoff氏 ニ ヨ レバ,猫 ニ於 テハ0.0008

-0 .0028mg又 ハ0.0003-0.001mgナ リ トイヘ リ.

斯 ノ如 ク副 腎靜脈 血 中「ア」量 ト末 梢動,靜 脈 血 中

「ア」量 ノ差 異 ニ就 テハ「ア」ノ流血 中 ニ於 テ急 速 ニ

酸化 破壞(Gybulsky & Szygmonwicz, Langlois

& Athanasieu)サ ル トナ スモ ノ,或 ハ組織 中 ニ速
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ニ瀰 散(Oliver & Schafer, Embden & Furth)ス

ル爲 ナ ラ ン ト説 明 サ レ居 リタ リ.然 ル ニ最 近 ニ至

リGedroyc&goekowski(1930)OBain, Suffolk,

Gaunt (1936)等 ハ 「ア」ハ赤 血球 ニヨ リ生 體 内外

ニ於 テ吸着 結合 サルル事 ヲ發 表 シ,岡 村 氏(昭13)

ハ 從來 ノ血 中「ア」測 定法 ガ盡 ク血 清,漿 内「ア」ニ

限 定 シ コ ノ赤血 球 吸着現 象 ヲ閑却 セル事 ヲ指 摘 シ

同氏 ハ特殊 ノ化 學 的方 法 ニ依 リテ血 中「ア」ヲ抽 出

シ,家 兎耳 殼 血管 灌流 法及 ビ家兎 小 腸法 ニ依 リ測

定 ヲ行 ヒ タ リ.同 氏 ニ依 レバ末 梢血 液 中 ノ「ア」濃

度 ハ1:50-200 Million,頸 動脈 及 ビ靜 脈血 ハ共

ニ1:2-7 Millionニ シ テ動,靜 脈 血 中 ノ「ア」量 ハ

全 ク同 一 ナル事 ヲ證 明 シ,而 シテ頸動,靜 脈 血 中

「ア」量 ノ末 梢血 中「ア」量 ニ比 シ著 シク大 ナ ルハ 家

兎 固定 ニ依 ル精神 的,肉 體 的興奮 及 ビ採血 手術 ニ

依 ル影響 ニ歸 セ シ メタ リ.コ ノ實驗 成 績 ニ依 リ氏

ハ血 漿 中 ニ消失,減 少 セル「ア」ハ 現 在迄考 ヘ ラレ

タル ガ如 ノ血 液 内 ニ於 テ速 ニ酸化,分 解 サル ニハ

非 ズ シテ,實 ニ赤 血球 ニ ヨ リ吸着,結 合 サ レ「ア」

作 用 ヲ一 時 消失 セ シ メ ル事 ニ因 スル ト結 論 シ タ

リ.

次 ニ各 生 物學 的方 法 ヲ列 擧 ス レバ,

1) Ehrmann-Meltzer氏 蛙 眼球 法(1905)

2) Meyer & Schlayer氏 血 管條法(1906)

3) Frankel氏 子 宮法(1909)

4) Moltschanow氏 摘 出犬 鼻腔 法(1913)

之等 ノモノハ現 在 ニ於 テハ殆 ド採 用 サ レズ.

5) Laewen-Trendelenburg氏 蛙 下肢血 管灌流

法(1910)

6) Krawkow-Pissemsky氏 家兎耳 殼 血管 灌流

法(1912)コ ノ2法 ハ 同一 原理 ニ基 クモ ノニ シテ,

本 法 ヲ用 ヒ松下 氏(1934)ハ 「ク ロロホ ル ム」及 ビ

「エー テル」麻醉,王 氏(1934)ハ 阿片「アル カロ イ

ド」 ノ血 中「ア」ニ及 ボ ス影 響 ヲ研 究 シ知 見 ヲ得 タ

リ ト報 告 シ,鋭 敏 度 ニ於 テハ最 モ勝 レタル方 法 ナ

レ ドモ,所 謂「ア」樣物 質 トノ嚴 格 ナル意 味 ニ於 ケ

ル區 別ハ 困難 ナル モ ノノ如 ク,迫 間氏(1936),追

試 實驗 成績 ニ依 レバ,家 兎耳 靜脈 血 漿 中 ノ「ア」ハ

其 ノ檢 出不 可能 ニシ テ其 ノ際發 現 セル血 管 收縮 作

用 ハ「ア」ニ非ザ ル他 ノ物 質 ニ因 ル モ ノナ ル事 ヲ證

明セ リ.

7) Magnus氏 家兎 摘 出腸 片法(1905)

Kuljabko & Alexandrowitsch氏 ガ剔 出腸管 ハ

「ア」ニ對 シ其 ノ緊 張下降 的 ニ反 應 スル 事 ヲ發表 シ

O'connor, Hoskins氏 等 ニ ヨ リテ實 證 サ レタ リ.

從 ツテ コノ現象 ハ「ア」ノ生 物學 的特 異 反應 ノ1ツ

ナ リ トシテ認 メ ラル ル ニ至 レリ.

本法 ヲ用 ヒテ初 メテ血 中「ア 」量 測定 ヲ行 ヒ シハ

Cannon u. La Paz氏(1911)ニ シテ,氏 等 ハ感 情

變 換 ノ「ア」分 泌 ニ關 スル影 響 ヲ檢 セ ン トシ,猫 ヲ

選 ビ之 ヲ犬 ニ ヨ リテ驚 愕 セ シ メタル後,其 ノ下空

靜 脈 血 ヨ リMagnus氏 法 ニ ヨ リ著 明 ノAdrenalin

hemmungヲ 認 メ.感 情 變 換 ニ ヨ リ血 中 「ア」ノ増

加 スル ヲ證 明 ジ タ リ.其 ノ後Cannon u. Hoskins

氏(1912)ハ 窒 息及 ビ感 覺神 經 刺戟,Richards u.

Wood氏(1915)ハN. depressorノ 刺 戟,Ornatsky

氏(1924)ハ 特 發性 脱疽 患者 ニ就 キ本 法 ヲ應 用 シテ

其 ノ「ア」分 泌 ニ及 ボ ス影 響 ニ就 キ追 究 シ タ リ.

8) 交感 神經 節切 除眼 瞳孔 反應 ニ ヨル方 法.

温 血動物 ニ於 テ上頸 交感神 經 節 ヲ切 除 スル時 ハ 同

側 眼 ニ交感神 經 麻痺 症状 トシ テ,眼 瞼下 垂,縮 瞳,

眼 裂狹 小等 所謂Horner氏 症 候 ヲ呈 スル ハ衆 知 ノ

事 實 ナ リ.而 シテ コノ場 合「ア」ノ注射 乃 至生 體流

血 中「ア」ノ増量 ニ ヨリ同側 眼ハ正 常 眼 ニ比 シ著 明

ニ反應 シ散 瞳 ヲ呈 ス.コ ノ事實 ハMeltzer u . Auer

氏 ニ ヨリ發 見 サ レシ モノ ニシ テ其 ノ成因 ニ就 キ同

氏 等 ハ上 頸神經 節 中 ニ散 瞳筋 ニ對 シ テ ハ 抑 制 的

ニ,縮 瞳筋 ニ對 シテハ刺 戟 的 ニ作 用 スル一種 ノ緊

張 ノ存 在 ヲ假定 シ,「 ア」ハ其 ノ緊 張 ト反 對 ニ散瞳

筋 ニ對 シテハ刺 戟 的 ニ,縮 瞳 筋 ニ對 シテハ抑 制 的

ニ作 用 スル モ ノニシ テ,正 常眼 ニ對 シ其 ノ作 用 不

著 明 ナルハ上 頸神經 節 ニ上 述 ノ緊張 ノ存 在 スルガ

爲 ナ リ.故 ニ上頸神 經 節切 除後 初 メテ著 明 ナ ル反

應 ヲ呈 スルモ ノニ シテ,家 兎 ニ於 テハ 切除 後24時
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間,猫 ニ於 テハ48時 間 ヲヘ タル後 コノ反 應 ヲ現 ス

モ ノナ リ トイヘ リ.コ ノ事實 ヲ利用 シ血 中「ア」含

有量 ノ測 定 及 ビ副 腎 ヨリノ「ア」分 泌状態 ノ檢 査 ニ

應 用 スル ノ可 能 ナル ヲ認 メラルル ヤ,諸 家 ノ業 績

相次 イデ發表 サ レ,小 玉氏(1923)ハ 感覺 神經 刺戟

ノ副 腎 ヨ リノ「ア」産 出竝 ニ分泌 ニ關 スル影 響 ヲ,

清水 氏(1924)ハ 糖 刺竝 ニ諸種藥 物 ニ ヨ ル 中毒 作

用 ノ「ア」分泌 状態 ニ及 ボ ス影 響 ヲ本法 ニ ヨ リ檢 査

シ,菅 原氏(1928)ハ 本 反應 ト他方 法 ニ ヨル血 中

「ア」量 測 定 ノ敏 感 度 ヲ比 較 研究 セ リ.

余 ハ上 記諸種 方 法 ノ中 一般 ニ廣 ク採 用セ ラル所

ノMagnus氏 家 兎摘 出腸 片 法及 ビ瞳 孔反應 法 ノ2

ヲ選擇 シ實驗 ニ着 手 セ リ.

第3章 家 兎 腸 片 法 ニ ヨ ル檢 討

第1節 實驗 材料 及 ビ實驗 方法

試 驗動 物 トシ テハ第1編 ニ於 ケル ト同樣,健 常

成熟 雄性 家兎 ヲ選 ビ,后 側頸動脈 ヲ露 出シ之 ニ硝

子 「カ ニユ ー レ」 ヲ挿 入 シ心 臟 端 ヲ「ク レンメ」ニ

テ挿 ミオキ要 ニ臨 ミテ直 チ ニ採 血 スル ニ便 ナ ラシ

ム.カ ク前處置 ヲ行 ヒ タル家 兎 ニ就 キ大 腸 菌性腹

膜炎 ヲ惹 起 セシ メ時 間的 ニ動脈 「カ ニユー レ」ヨ リ

採血シ實驗 ニ供セ リ.

最初同一家兎 ニ就キ時間的經過 ヲ追 ツテ採血其

ノ血 中「ア」量 ノ消長 ヲ檢 セ ン トシ タル モ,1囘 ノ

採血 量 少ク トモ15ccヲ 要 シ,既 ニ3囘 ノ反 覆採

血 ニ堪 ヘ得 ズ シテ斃 死 スル ヲ經 驗 シ 且頻 囘採 血 ニ

依 ル血液 喪失 ノ血 中 「ア」 量 ニ及 ボ ス影響 ヲ 顧慮

シ,時 間 的 ニ異 ナル動 物 ヲ使用 シ成 可 ク生體 ニ生

ズル變 化 ノ追究 ニ忠 實 ナ ラン事 ヲ期 シタ リ.剔 出

腸 管運 動觀 察 ハMagnus氏 法 ニ從 ヒ,健 常家 兎 ヲ

脱 血死 ニ至 ラ シ メタル後,小 腸蹄 係20乃 至30cm

ヲ腸 間膜 ヨ リ 切離 剔 出 シ其 ノ内容 ヲLocke氏 液

ニ テ充 分 洗滌 シタル後,冷Locke氏 液 中 ニ保 存 シ

要 ニ臨 ミ使 用 セ リ.即 チ2-3cmノ 腸 片 ヲ トリ

38℃ ニ保 温 且豫 メ酸 素 ヲ 通 ジ飽 和 セ シ メ タ ル

Locke氏 液槽(容 量100cc) 30cc中 ニ入 レ其 ノ運

動 ヲ筆杆 ヲ介 シテKymographion上 ニ書 カシ メ

ツツ,振 幅,緊 張 一定 ニ ナ リタル後被 檢 血液15cc

(即 チ血液稀 釋 度ハ1:3)ヲ 靜 ニ入 レ其 ノ反應 状 態

ヲ檢 シタ リ.而 シテO'connor氏(1912)ニ 依 レバ

血液 ハ 其 ノ採 血 ニ際 シ如何 ニ迅速 ニ行 フ トモ凝 血

反應 ヲ起 シ血清 物 質生成 サ レ,コ ハ 剔出腸 管 ニ作

用 シ テ「ア ドレナ リン」ト反對 ニ腸 管緊 張 ヲ上昇 セ

シ メ「ア ド レナ リン」ノ反 應 ヲ隱蔽 スル オ ソ レア リ

コ ノ點 ニ關 シCannon u. Hoskins氏 ハ 「バ ラフ

イン」塗 布 「カテー テ ル」ヲ利 用 シ,Richards u.

Wood氏 ハHirudin pro kilo 150mgヲ 用 ヒ,

コノ血 清物 質 生成 ヲ防 ギ タ リ.余 ハ血 液15ccニ

對 シNovirudin 0.001gヲ 加 ヘ實 驗 ニ供 セ リ.

第2節 「ア ド レナ リン」ノ家 兎剔 出腸 管 ニ

及ボ ス作用

1000倍 「鹽化 ア ドレナ リン」溶 液(三 共)ヲ 以 テ

1:105, 1=106, 1:107, 1:108稀 釋 溶液 ヲ作 製 シ其 ノ

剔 出腸 管 ニ及 ボ ス作 用 ヲ檢 シタ リ.

1) 1:105溶 液:注 入瞬 間 ニ著 明 ノ緊 張低 下 ヲ

來 シ振 幅 又著 明 ニ縮 小 シ殆 ド腸 管 ハ停止 状態

ヲ持續 ス.(第1圖 參 照)

第1圖 1:105 Adrenalin
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2) 1:106溶 液:緊 張 ノ低 下及 ビ振 幅 ハ縮 小 ヲ來 スモ次 第 ニ舊 ニ復 ス.(第2圖 參 照)

第2圖 1:106 Adrenalin

3) 1:107及 ビ1:108溶 液:何 レモ一 時輕 度 緊

張 低 下及 ビ振 幅 ノ縮 小 ヲ示 シマ モ ナク舊 ニ復

ス.

即 チ「ア ドレナ リ ン」ハ家兎 剔 出腸管 ニ對 シ緊 張

ヲ低 下,振 幅 ヲ縮 小 セ シ メ其 ノ濃 度 ノ比較 的 ニ濃

キモ ノ ニア リテハ殆 ド腸 管 ハ停止 状態 ニ陷 ル モ,

濃 度比 較的 薄 キモ ノ ニア リテハ 其 ノ作 用 ハ一時 的

ニ シテ直 チ ニ舊 ニ復 スル ヲ見 タ リ.

第3節 正 常家 兎Novirudin加 血 液 ノ腸

管運 動 ニ對 スル作 用

頸動 脈「カ ニユ ー レ」ヨ リ豫 メNovirudin 0.001g

ヲ2.0ccノ 生 理的 食鹽 水 ニ溶 カシ,イ レタル 容器

ニ血液15.0ccヲ ト リ極 メテ徐 々 ニ腸 片 ヲ入 レル

Locke氏 液槽(30.0cc)中 ニ注入 シ,其 ノ反應 状態

ヲ檢 シ タ リ.

Nr. 98 一 時緊 張 ノ上昇 ヲ來 スモ約1分 ノ後 ニ

ハ緊 張舊 ニ復 ス.振 幅 ハ輕 度 ニ縮 小 ス.

(第3圖 參照)

Nr. 98 一 時緊 張 ノ上昇 ヲ來 シ振 幅 ノ縮小 ヲ見

ル モ約1.5分 ノ後 ニハ舊 ニ復 ス.

Nr. 99 稍 々著 明 ニ緊張 ノ上 昇,振 幅 ノ縮 小 ヲ

來 スモ約1分 ノ後 ニハ舊 ニ復 ス.

即チ正 常 家兎Novirudin加 血液 ハ輕 度 ノ一 時

的緊 張上 昇 ヲ來 スモ直チ ニ舊 ニ復 スル ヲ見 タ リ.

第3圖

正常家兎血液ノ腸管運動 ニ對 スル作用

第4節 實驗的急性腹膜炎家兎血液 ノ剔出

腸管運動ニ及ボス作用

豫 メ頸動 脈「カ ニエ ー レ」ヲ裝 置 シ タル家兎 ニ就

キ大 腸菌 性腹 膜炎 ヲ惹起 セ シ メ,菌 液注 入後,4,

8, 12及 ビ24時 間 目 ニ夫 々「カ ニユ ー レ」ヨ リ血 液

15.0ccヲ 採 取 シ,其 ノ家兎 剔 出腸管 ニ及ボ ス作 用

ヲ檢 シ タル後,該 家 兎 ヲ死 ニ至 ラシ メ各 時 間毎 ニ

剖 檢 ヲ行 ヒタ リ.

1) 1時 間:Nr. 100 (2150g)血 液注 入 後
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直チ ニ輕 度 ノ緊 張 ノ上昇 ヲ來 シ振 幅 又縮 小 ス.剖

檢所見.著 變 ヲ認 メズ.

Nr. 101 (2080g) 一 時 緊張 ノ下 降 ヲ見 ルモ

約30秒 ノ後 ニ ハ 著 明 ノ上 昇 及 ビ振 幅 ノ縮 小 ヲ見

ル.剖 檢所 見.著 變 ヲ認 メズ.

Nr. 102 (2350g) 注入 後緊 張稍 々著 明 ニ下

降 シ約1分 間 ヲ經 テ舊 ニ復 シ,却 テ振 幅 ノ増 大 ヲ

見 タ リ.剖 檢所 見.著 變 ナシ.(第4圖 參 照)

第4圖

細菌 注 入後4時 間 目 ノ 血液 ノ作 用

Nr. 103 (2120g) 一時 輕度 ノ緊 張下 降 ヲ認

ムル モ暫時 ノ後 却 テ緊張 上昇,振 幅ハ 増大 ス.剖

檢 所見.著 變 ナ シ.

2) 8時 間:Nr. 104 (2070g) 振 幅 稍 々増

大 セル モ緊 張不變 ナ リ.剖 檢所 見.盲 腸壁 ニ無數

ノ點 状 出血 及 ビ少數 ノ膿 苔 ヲ見 タ リ.

第5圖

細菌注入後8時 間目ノ血液 ノ作用

Nr. 105 (2070g) 腸 管運 動稍 々不 整 ニナル

モ 緊張,振 幅著 變 ヲ認 メズ.剖 檢 所 見.盲 腸 壁 ニ

點 状 出血 ヲ見 ル ノ ミ.(第5圖 參 照)

Nr. 106 (2100g) 緊 張ハ 略 ボ正常 ナ レ ドモ

週 期運 動稍 々不 整ナ リ.剖 檢所見.腹 膜 ノ充 血及

ビ腸壁 ノ點 状 出血 ヲ認 ム.

3) 12時 間:Nr. 107 (2300g) 注入 直後

緊 張著 明 ニ下 降,約1分 ノ後 ニハ稍 々上昇,振 幅

減 少 シ次 デ奮 ニ復 ス.剖 檢所 見.盲 腸 ト小腸 蹄 係

間 ニ膿 瘍 ヲ形 成 シ,其 ノ外 處 々 ニ膿 苔 ノ附着 ヲ見

ル.(第6圖 參 照)

第6圖

細菌 注 入後12時 間

第7圖

細菌注入後12時 間
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Nr. 108 (2250g)著 明 ニ緊張 下降 シ振 幅 又

著 明 ニ短 縮,一 時殆 ド停 止状 態 ニ陷 ル モ約1.5分

ノ後 ニ次 第 ニ緊 張舊 ニ復 シ振 幅 ハ却 テ増 大 セ リ.

剖 檢所見.盲 腸 壁 ニ無數 ノ點 状 出血 及 ビ膿苔 ノ附

着 ヲ見 タ リ.(第7圖 參照)

Nr. 109 (2180g)稍 々輕 度 ノ緊張 下降 ヲ呈

シ2分 ノ持 續 ノ後却 テ緊張 上昇,振 幅 ノ短縮 ヲ見

タ リ.剖 檢 所見.盲 腸 壁 ニ無 數 ノ點 状 出血 ヲ認 ム

ル ニ過 ギ ズ.

4) 24時 間: Nr. 110 (2010g)著 明 ノ緊

張 上昇 ヲ示 シ振 幅 ハ 不變 ナ リ.剖 檢所 見.血 性 滲

出液 中等度,腸 間 ノ繊 維性癒 着,盲 腸壁 ノ點 状 出

血 及 ビ膿 苔 ノ附着 ヲ見 タ リ.

Nr. 111 (2050g)著 明 ノ緊張 上昇,振 幅 ハ

殆 ド不變 ナ リ.剖 檢所見.Nr. 110ト 略 ボ 同樣 ナ

リ.

Nr. 112 (2110g)著 明 ノ緊張 上昇,殆 ド腸

管 ハ 強直 状態 ニ陷 レ リ.剖 檢所見.盲 腸 ト小腸 ト

ノ癒 着,無 數 ノ點状 出血,腸 壁 及 ビ肝 臟 ニ膿 苔 ノ

附 着 ヲ見 タ リ.(第8圖 參 照)

第8圖

細菌注入後24時 間

Nr. 113 (2250g)著 明 ノ緊張 下 降 ヲ見 タル

モ振 幅ハ 却 テ増 大 セ リ.剖 檢 所見.滲 出液 少量,

腸壁 ノ點 状 出血,少 数,膿 苔 ノ附 着 ヲ認 メシ モ前

3者 ニ比 シ其 ノ病 變 ハ稍 々輕 度 ナ リ.(第9圖 參照)

第9圖

細菌注入後24時 間

第5節 本 章 總括 及 ビ考案

家兎 腸片 法 ニ依 ル 「ア」 量 測定 ハ 生物學 的血 中

「ア」測 定法 中最 モ優秀 ナルモ ノニ シテ,Grutzner

u. Magnus氏 等 ニ ヨ レバ小 腸 運動 ニ制 止的 ニ働

ク物 質ハ血 中 ニハ極 ク微 量 ニ存 スル ノ ミナ リ トイ

フ.前 記 ノ如 ク岡村氏 ハ「ア」ノ赤血 球 吸着 現 象 ヲ

考慮 シ,特 殊 ナル方 法 ニ依 リ赤血球 ヲ溶解 セシ メ

「ア」抽 出 ヲ行 ヒテ,其 ノ抽 出液 ニ就 ヰ小 腸片 ニ對

スル作 用 ヲ觀 察 スル ノ正當 ナル事 ヲ強 調 セ リ.然

レ ドモ氏 ノ發表 ハ 余 ノ本實 驗終 了後 ニ シテ余 ハ急

性腹 膜炎 ニ於 ケル血 中「ア」量 ヲ數 學的 ニ測 定 スル

ハ本 意 ナ ラズ,唯 急性 腹膜 炎 ノ全經 過 ニ於 テ血 中

「ア」ハ如何 ニ消長 スル ヤ ヲ追 究 セ ン トスル モ ノナ

リ.從 ツ テ乏 ガ目的 ニ ハ 從 來 ノ方 法 ヲ用 ヒ テ モ

充 分其 ノ目的 ヲ達 スル事 ヲ得 ベ ク余ハ 主 トシ テ

Ornatsky (1924)氏 ノ方法 ニ準 據 シテ實驗 ヲ行 ヒ

タ リ.

扨 正常 家兎 頸動脈 血 ノ腸 管 運動 ニ對 スル實驗 ニ

於 テ,余 ハ3例 共 一時 緊 張 ノ上昇 ヲ認 ムルモ 直 チ

ニ舊 ニ復 スル ヲ見,「 ア」作 用 ヲ證 明 スル事 能 ハザ
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リキ.抑 々家 兎腸 片法 ニ ヨル血 中「ア」測 定ハ 前 記

ノ如 ク最 モ優 秀 ナル 法 トサル モ,其 ノ缺 點 トスル

所 ハ小腸 ノ「ア」ニ對 スル感 度 ハ家兎 ノ個 體 ニ依 リ

異 リ,小 腸 ノ「ア」作 用 ニ對ス ル最 高限 度 ハ1:20-

100Millionニ シ テ血管 法 ニ比 シ鋭 敏 度 ニ於 テ劣

ル 事 ナ リ.而 シ テTrendelenburg氏 ニ依 レバ 頸

動 脹 血 中 「ア」濃 度 ハ1:1-2Milliardナ リ トイ フ.

岡村 氏 ノ新 法 ニ ヨ レバ1:2-7Millionナ リ ト.余

ハ實 験方 法 トシ テ從 來 ノ方 法 ヲ採用 シ タル ヲ以 テ

正 常家 兎頸 動脈 血 中 ニ「ア」作用 ヲ認 メザ リシハ當

然 ナル 可 シ.

次 ニ急性 腹 膜炎家 兎 ニ於 テ各 期 ノ血 液 ノ腸 管 運

動 ニ對 スル作 用 ヲ總 括 要約 ス レバ,第1及 ビ第2

表 ノ如 シ.

第1表

第2表

即チ細 菌 注入後4時 間 ニ於 テハ4頭 中3頭 ニ於

テ一 時緊 張 ノ下降 ヲ認 メタ ルモ,8時 間 目 ノ實 驗

ニ於 テハ總 テ殆 ド正常 ニシ テ血 液注 入 ニ ヨル腸 管

運 動 ノ影響 ヲ認 ムル事 ヲ得 ザ リキ.コ ノ現象 ヲ余

ハ 開腹術 ナ ル一 手術 的操 作 ニ ヨ リ一 過 性 ニ血 中

「ア」排 出 旺盛 トナ リシ結果 ト解 セ ン ト欲 ス.而 シ

テ8時 間 目 ニ於 テハ尚 ホ腹 膜炎 症状 ヲ示 サ ズシ テ

輕 度 ノ腹膜 充 血乃 至腸 壁 ニ於 ケル點 状 出血 ヲ認 ム

ル ノ ミナ リキ.然 ル ニ12時 間 ヲ經 過 ス レバ次 第

ニ炎症 機轉 増進 シ茲 ニ初 メテ著明 ノ變化 ヲ認 メタ

リ.即 チ 實驗 例 ノ總 テ ニ於 テ其 ノ血 液 注 入 ニ ヨリ
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腸 管運 動 ノ著 明 ノ 緊 張下 降 ヲ證 明 シ タ リ.殊 ニ

Nr. 108ニ 於 テ ハ 一時 殆 ド腸 管 ハ停 止状態 ニ陷 リ

タ リ.而 シ テ剖 檢 上,點 状 出血,腹 膜充血 ノ外,

腸 管相 互 ノ癒着,膿 苔 ノ附着 等 ヲ認 メ腹 膜 炎 ノ極

期 ト見 做 サル ベ キ所 見 ヲ呈 セ リ.即 チ漸 ク腹 膜炎

症 機轉 ノ進 展 スル ニ伴 ヒ生 體 ノ之 ニ對 スル防 護 的

反 應 状態 ヲ呈 スル時 期 ニシ テ,其 ノ中毒 性血 壓 降

下 ヲ防止 セ ン トスル 副腎「ア」ノ分 泌増 加,延 イテ

ハ血 中「ア」ノ排 出促 進 サ レシモ ノ ト見 做 ス ヲ得 ベ

シ.

次 ニ24時 間 ヲ經 過 シタル實 驗 ニ於 テハ2頭 ニ

於 テハ毫 モ緊 張下 降作 用 ヲ示 サズ シ テ,却 テ緊張

ノ上昇 スル ヲ認 メ1頭 ニ於 テハ 殆 ド強 直状態 ヲ呈

シ タ リ.然 ル ニNr. 113ニ 於 テハ著 明 ナル緊 張 下

降 ヲ示 シ タルモ振 幅 ハ却 テ増 大 シタ リ.余 ハ腹膜

炎 惹 起方 法 トシテ大 腸菌培 養液,腹 腔 内注 入 ヲ行

ヒタ リ.從 ツテ大 腸菌 毒素 ノ血 中 吸收 モ當然 生 ス

ベ キ理 ニ シテ時 間的經 過 ニ從 ヒ増 大 スルハ 論 ヲマ

タ ズ.從 ツテ余 ノ行 ヒタル血液 注 入 ニ ヨル腸 管 運

動 ノ影響 ニ就 テハ コノ細 菌毒 素 ニ ヨル影響 ヲ考慮

ニ入 レザ ルベ カ ラズ.

抑 々諸種 細菌毒 素 ノ腸 管運 動 ニ及 ボ ス影 響 ニ就

テハ數 多 ノ業績 ア リ.即 チLowen u. Dittler氏

ハ 大腸 菌培 養液 ハ腸 管縦 走筋 ノ振 子 運動 ニ對 シ テ

ハ 少 シ ク麻 痺的 ニ作 用 シ,葡 萄状 球 菌培養 液 ハ強

ク亢奮 セシ メ,Proteus菌 ハ強 ク麻痺 セシ メ遂 ニ

振 子運 動 ト緊 張 トモ 喪失 セシ ムル事 ヲ見 タ リ.

W. Budde (1924)ハ 細菌 性 腹腔滲 出 液 ノ影 響 ヲ實

驗 シ,大 腸菌 ト多 クノ嫌 氣性細 菌 トヲ含有 スル 滲

出液 ハ麻 痺的 ニ作 用 スル ニ反 シ,大 腸 菌 ノ ミ又 ハ

之 ト好 氣性 細菌 トヲ含有 スル滲出 液 ニハ麻痺 作 用

ナシ トイヘ リ.清 水 氏(昭6)ハ 大 腸菌 培養 液注 加

後,一 過 性 ノ抑制 ヲヘ テ後 一時緊 張 上昇 ヲ示 シ タ

ル後 緊 張次 第 ニ下降 シ,Welch-Frankel氏 菌 ハ

強 力 ナル腸 管麻痺 作 用 ク有 シ大腸 菌 ト同時 ニ存 ス

ル場 合ハ其 ノ腸 管麻 痺 作用 ハ更 ニ著 明 ニシ テ遂 ニ

ハ腸管 運動 ヲ全 ク停 止 セ シ ムル ニ至 ル事 ヲ證 明 セ

リ.余 ノ實 驗 ニ於 テ其 ノ腸管 運動 ニ對 スル影 響 ハ

清水 氏 ノ實驗 ニ於 ケル大 腸菌 毒素 ノ ミニ ヨル緊 張

下降 トハ餘 程 趣 ヲ異 ニシ注入 後 直チ ニ著 明 ノ緊 張

下降 ヲ呈 シタル後 次第 ニ舊 ニ復 シ次 デ却 テ緊 張 ノ

上昇 ヲ見 タ リ.又24時 間經 過 ニ於 テ2頭 ハ著 明 ノ

緊 張上昇 ヲ來 セ リ.コ レ大腸 菌毒 素 ニ ヨル モ ノ ト

ハ 全然反 對 ノ現 象 ニ シ余 ハ之 ヲ以 テ腹 膜 炎 ノ晩 期

ニ於 テハ血 中「ア」ハ 消耗 サ レ減 少 セル モノ ト解 セ

ン トス.然 レドモ コノ緊 張上 昇 が何 ニ由來 スル カ

ハ 不 明 ニ屬 ス.又24時 間 目ニア リ テ ハ1頭 ハ 尚

ホ著 明 ノ緊 張 下降 ヲ示 シ タ リ.即 チ 血 中「ア」量 尚

ホ増 加 セル状態 ト解 スル ヲ得 ベク且 一ノ例 ニ於 テ

ハ著 明 ノ腹 膜炎 症状 ヲ認 メ得 ズ其 ノ變 化 ハ輕微 ナ

キ ヤ.斯 ク ノ如 ク急 性 腹膜炎 ニ際 シ其 ノ晩期 ニ於

テ2樣 ノ變 化 ヲ示 ス事 實ハ 已 ニ前篇 沃度 酸値 ノ消

長 ニ際 シテ モ證明 サ レシ所 ナ リ.

第4章 家 兎 瞳 孔 反 應 ニ ヨ ル 檢 討

第1節 緒 言

前 章 ニ於 テ余 ハ家 兎腸 片法 ニテ實驗 的腹 膜 炎時

ニ於 ケル血 中「ア」量 ノ消長 ヲ檢 シ,細 菌 注入 後12

時 間 ニ シテ著明 ノ緊 張 ノ下降,振 幅 ノ短縮 ヲ見 タ

ル モ,24時 間 ノ後 ニ於 テハ大 多數 ニ於 テ緊張 ノ著

明 ノ上昇 ヲ證明 シ,之 ヲ以 テ急性 腹膜 炎 ニ於 テハ

其 ノ炎症 ノ初期 乃至極 期 ニ於 テハ血 中「ア」量 ノ増

加 ヲ示 スモ,腹 膜炎 ノ末 期 ニ至 レバ血 中「ア」量 ハ

減 少 スル モ ノナラ ン ト解 スル ノ妥 當 ナル ヲ強 調 セ

リ.而 シテ前章 ニ於 ケル實驗 ハ 同一 家 兎ニ就 キ時

間的 ニ觀 察 スルハ 不可能 ニ シテ,且 血 中大 腸菌 毒

素 ノ吸收 ニ ヨル影 響 モ考 慮 ニ入 レザル ベ カ ラズ.

依 テ其 ノ實驗 成績 ヲ以 テ直チ ニ決 定的 ノ斷 案 ヲ下

スハ早計 ト認 メ タ ル ヲ以 テ 余 ハ 更 ニ生體 内血 中

「ア」量 ノ消長 ヲ檢 スル ニ最 モ適當 ト見 做 サル瞳 孔

反 應 ヲ以 テ研究 ノ完 全 ヲ期 シタ リ.

第2節 實驗 方法

雄性 健常 家兎 ヲ背 位 ニ固 定 シ頸部 ヲ伸 展 セ シ メ

其 ノ正 中線 上ニテ約5cmノ 切 開 ヲ加 へ,皮 膚 及
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ビ筋 膜 ヲ切 リ,胸 鎮 乳嘴 筋 ト胸 骨舌 骨筋 トノ間 ヲ

「ビ ンセ ツ ト」ニ テ開 ク ト其 ノ直下 ニ搏 動 セル總 頸

動 脈 ヲ認 ム.之 ヲ上方 ニ追究 シ ツツ外 及 ビ内頸 動

脈 ノ分岐 部 ニ至 レバ其 ノ背 側 ニ米 粒 大,紡 錘 形 ノ

上 頸神經 節 ヲ認 ムル ヲ以 テ,之 ヲ一部 交感 神經 繊

維 ヲ附着 セシ メテ切除 セ リ.而 シ テ余 ハ原 則 トシ

テ右側 ノ モノ ヲ切 除 シ且 疑 ハシ キ場 合 ハ常 ニ氷結

切 片 ヲ作製 シ其 ノ神 經節 ナル ヲ確 メタ リ.

斯 クノ如 ク前處 置 ヲ ナ セ ル家兎 ニ就 キ48時 間

後 前述 ノ如 ク大陽 菌性 腹膜 炎 ヲ惹 起 セ シ メ,4, 8,

12, 24及 ビ48時 間 ノ5期 ニ互 リテ手術 側瞳 孔 徑 ノ

變 化 ヲ追 究 シ タ リ.而 シテ瞳 孔徑 測 定 ニハHaab

氏瞳孔 計 ヲ用 ヒ且光線 ニ依 ル 影響 ヲ避 クル可 ク兩

眼 ニ1%硫 酸 「ア トロピ ン」ヲ1-2滴 點眼 シ光 線

ニ ヨル虹 彩反 應 ノ消失 ヲ待 チテ實驗 ヲ開姶 セ リ.

尚 ホ家兎 瞳孔 ハ正 圓形 ニ非 ザ ル モ其 ノ水平 徑 ノ ミ

ヲ測 定 シ其 ノ變 化ヒヲ 追究 シ タ リ.

第3節 實 驗 成 績

Nr. 114 2180g Coli pro kilo 2.0cc

第3表

第10圖 Nr. 114

剖檢所 見.盲 腸壁 ニ厚 キ膿 苔 ヲ附着 シ,滲 出液

中等.度 盲 腸 ト小 腸 蹄係 互 ニ癒着 シ其 ノ間 ニ膿 瘍

ヲ形 成 ス.腹 膜 炎症 状 中等 度 ナ リ.

Nr. 115 2050g Coli pro kilo 1.0cc

第4表
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第11圖 Nr. 115

剖檢 所見.小 腸 壁 ニ無 數 ノ點 状 出血 及 ビ膿 苔 ノ 膜炎 症状 中等度.

附着 ア リ.挿 入綿紗 片 ト網 膜 トノ癒 着 ヲ認 ム.腹

Nr. 116 2100g Coli pro kilo 1.0cc

第5表

第12圖 Nr. 116

剖 檢所 見.小 腸壁 ニ無數 ノ點 状 出血 及 ビ膿 苔 ノ 成多 量 ニ存 ス.腹 膜 炎症 状 中等 度.

附着 ヲ認 ム.肝 臟 ノ表 面 ニモ膿 苔 ヲ附 シ滲 出液 可

Nr. 117 2130g Coli pro kilo 1.5cc

第6表
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第13圖 Nr. 117

剖檢 所 見.腸 管 中等 度 ニ膨 滿 シ血 性褐 色 ノ滲 出

液 多量 存 ス.盲 腸 ト肝 臟 ノ一部 ハ體 壁腹 膜 ト繊 維

性 ニ癒 着 ス.盲 腸 壁ニ ハ多 數 ノ點 状 出血 及 ビ膿苔

ノ附 着 ヲ見 ル.左 右 肺臟 ノ充血 及 ビ肋膜 腔 ニ滲 出

液存 ス.腹 膜 炎症 状激 烈 ナ リ.

Nr. 118 2050g Coli pro kilo 2.0cc

第7表

第14圖 Nr. 118

剖檢所 見.腸 答輕 度 ニ膨滿 シ,褐 色 ノ滲 出液 中

等 度 ニ存 ス.小 腸 及 ビ肝臟 壁 ニ所 々膿 苔 ヲ附 ス兩

側 肺臟 ニ充 血及 ビ出血 ヲ認 ム.

Nr. 119 2100g Coli pro kilo 1.5cc

第8表
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第15圖 Nr. 119

剖檢 所 見.血 性 滲出液 少 量.盲 腸 及 ビ小 腸 ノ漿

膜 下 出血 著明 ナ リ.左 右 肺臟 ニ多數 ノ出血 竈 ヲ認

ム.出 血 著明 ニシテ腹膜 炎症 状 ハ輕微.

第4節 本 章 總括 及 ビ考案

前 節 ニ於 ケ ル 實 驗成績 ニ於 テ,Nr. 114及 ビ

Nr. 115ニ ア リテハ細 菌 注入後4時 間 ニシテ手術

側 ノ瞳孔 徑却 テ健 側 ノ モ ノヨ リ大 トナ リ,8時 間

ニ於 テハ稍 々小 ニ ナ ル モ12時 間 ニ至 レバ再 ビ大

トナ リ,次 デ漸 次 舊 ニ復 スル ヲ認 メタ リ.即 チ開

腹 操作 ニ依 リ一 過 性血 中「ア」量 ノ増 加 ヲ來 シ次 デ

漸 ク起 レル腹膜 炎 ニヨ リ血 中「ア」ハ正 常 ニ復 スル

事 ナ ク其 ノ極期 ト見 做 サル12時 間 ニ於 テ増 加 シ

タル後遂 ニ副腎 「ア」ノ分 泌,排 出 ノ消 耗 ヲ來 シ次

第 ニ減 少 セ ル モ ノ ト解 スル ヲ得 ベ シ.Nr. 116,

Nr. 117ニ ア リテハ4, 8時 間 ニ於 テ著明 ノ瞳 光

開大 ヲ來 シ次 第 ニ舊 ニ復 スル ヲ見 タ リ.而 シテ

Nr. 117ニ 於 テハ激 烈 ナル腹膜 炎所 見 ヲ得 タル點

ヨ リ見 レバ前2者 ニ比 シ ヨ リ速 ニ副 腎「ア」分 泌機

能 ノ衰 微 セ ルモ ノ ト認 ム.然 ル ニNr. 118, Nr. 119

ニ於 テ ハ 兩者 共20時 間内外 ニテ斃 死 シ其 ノ手術

側瞳 孔 徑ハ 次第 ニ増 大 スル ノ ミニシ テ,且 剖 檢所

見 上Nr. 119ニ テハ其 ノ剖 檢所見 ハ 唯漿膜 下出血

ノ ミニシ テ特 有 ノ腹 膜炎症 状 ハ甚 ダ輕 微 ナ リキ.

即 チ コ ノ事 實ハ 中 毒性現 象 ト見做 ス ヲ得 ベ ク,血

中 「ア」ノ異常 ノ動 員 ヲ餘儀 ナ ク サ レ,其 ノ副 腎

「ア」分泌 減少 ニ先 チ テ已 ニ個體 ノ斃 死 セル モ ノ ト

解 セ ン ト欲 ス.

即 チ上 記6例 ノ實驗 成績 ニ由 リテ,余 ハ 腹膜 炎

時 ニ於 ケル血 中「ア」ノ消長 態度 ヲ2分 類 スル ノ妥

當 ナ ル ヲ見 タ リ.即 チ1ハ 早 期 乃至 極期 ニ増 量 シ,

晩期 ニ於 テハ減 少 シ,コ ノモ ノ ニ於 テハ 著 明 ノ腹

膜炎 症状 ヲ示 スヲ常 トシ,他 ノ1ハ 次 第 ニ増 量シ

減少 スル事 ナ ク且 動物 ハ 比較 的短 時 間 ニ死 亡 シ著

明 ノ腹 膜 炎所 見 ヲ缺 キ寧 ロ中毒 死 ト見 做 サ ルモ ノ

ナ リ.

余ハ 更 ニNr. 114及 ビNr. 117ニ 於 ケ ル手術 側

瞳 孔徑 ノ減 少ハ 果 シ テ血 中「ア」ノ減 少 ヲ意 味 スル

ヤ否 ヤ,或 ハ最 早 ヤ「ア」ニ對 シ反應 セザル ニ非 ズ

ヤ ヲ疑 ヒ各 動物 ノ耳 靜脈 ニ1:10000「 ア ドレナ リ

ン」0.2cc注 射 セ々 ニ速 ニ反 應 ヲ起 シ.

Nr. 114 健 側 8.5mm→9.0mm

手術 側 7.0mm→10.0mm

Nr. 117 健 側 9.0mm→9 .5mm

手術 側 8.0mm→10.5mm

トナ リ,瞳 孔反 應 ニ依 ル生 體 血 中「ア」消 長 ノ測 定

ノ鋭敏 ナル ヲ確 認 シタ リ.

第5章 總 括 及 ビ 結 論

余 ハ本 篇 ニ於 テ急 性腹 膜炎 ニ於 ケル血 中「ア」ノ

消長 ヲ生物 學 的 ニ檢 スル 目的 ニ テ,家 兎腸 片法 及

ビ上頸 神經 節切 除家 兎瞳 孔 反應 ニ ヨ リテ實驗 ヲ行

ヒ次 ノ結論 ニ到 達 セ リ.
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1) 急 性 腹膜 炎家 兎血 液 ノ剔 出腸管 ニ及 ボ ス作

用

a) 細菌 注入 後4時 間 ニ於 テハ輕 度 ノ緊張 ノ

下 降 ヲ認 メ タ リ.

b) 8時 間 ニ於 テハ殆 ド血 液 注 入 ニヨル影 響

ヲ認 メザ リキ.

c) 12時 間 ニ於 テ ハ 常 ニ著明 ノ緊 張 ノ下降

及 ビ振 幅 ノ縮 小 ヲ來 シ タ リ.

d) 24時 間 ニ 於 テ ハ 例 外的 ニ緊張 ノ下 降 ヲ

認 メタルモ大 多數 ハ緊 張 ノ著 明 ノ上昇 ヲ示 シタ

リ.

2) 瞳 孔反 應 ニ依 レバ

a) 家兎 上 頸神經 節 切除後,48時 間 ニシ テ手

術 側瞳 孔徑 ハ 健側 ノモ ノ ヨリ縮小 シ其 ノ差最 大

1.5mm,最 小0.5mmニ 達 ス.

b) 急 性腹 膜炎 ニ於 テハ其 ノ手 術 側瞳孔 徑 ノ

變 化 ニ次 ノ2種 アル ヲ認 メタ リ.

i) 炎症 ノ初 期 ニ於 テ手術 側瞳孔 徑 著明 ニ

開大 シ,24乃 至48時 間 ニ至 レバ舊 或 ハ ソ レ

以下 ニナル モ ノ.コ ノ部類 ニ屬 スル モ ノハ 實

驗 例6頭 中4頭 ニ シテ且剖 檢 上著 明 ノ腹膜 炎

像ヲ確 認 シタ リ.

ii) 手術 側 瞳孔 徑 ノ遞増 的 開大 ノ ミヲ來 セ

ルモ ノ.之 ニ屬 スル モ ノハ6頭 中2頭 ニシ テ

共 ニ細菌 注 入後20時 間 以 内 ニ斃 死 シ剖 檢 上

其 ノ腹膜 炎症 状ハ 輕微 ナ リキ.

3) 上 記 ノ生物學 的實 驗 成績 ハ第1編 ニ於 ケル

血清 沃度 酸値 ノ消長 ト略 ボ其 ノ軌 ヲ一 ニ セル ヲ以

テ,急 性 腹膜 炎 ニ於 テハ 其 ノ炎症 ノ初期 ニハ血 中

「ア」量 ハ増 加 スルモ次 第 ニ減少 シ,末 期 ニ至 リテ

ハ遂 ニ著明 ニ滅 少 シ正 常 以下 トナルモ ノ ナ リ.

稿 ヲ終 ル ニ臨 ミ終 始御 懇篤 ナル御指 導 ト御

校 閲 ヲ賜 リタル恩師 津 田教授 ニ滿 腔 ノ謝意 ヲ

表 ス.
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Am der Tsuda-Chiruergischen, Klinik der Medizinischen Fakultat Okayama 

 (Direktor: Prof. Dr. Seiji Tsuda).

 Experimentelle Untersuchungen uber die Veranderungen des 

 Adrenalingehaltes im Blute bei akuter Peritonitis.

(II. Mitteilung.)

 U ber den Einfluss des Blutes auf den isolierten Kaninchendunndarm 

 sowie die Veranderungen der Pupillenweite bei Kaninchen, denen bei 

  akuter Peritonitis die obcren Halsganglien exstirpiert wurden.

             Von 

       Dr. Jiro Takata. 

 Eingegangen am 11. Dezember 1939.

 Um die Veranderungen des Adrenalingehaltes im Blute bei akuter Peritonitis 

biologisch zu erforschen, hat Verf. bei Kaninchen den Einfluss des Blutes auf den 
isolierten Dunndarm und die Veranderungen der Pupillenweite bei Kaninchen, von denen 

das Ganglion cervicale superius entfernt war, imtersucht. 
   1) Das Blut der Kaninchen, welche an Peritonitis leiden, wurde aus dem Dauer-

kaniile in A. carotis communis entnommen und zwar 15.0cc mit Zusatz von 0.001g 

Novirudin wahrend der Zeitdauer von 4, 8, 12 und Stunden, Das auf solche Weise 

 entnommene Blut wurde dann in das Wasserbecken, welches 30.0cc Lockesche Losung 
enthielt, gegossen und seine Wirkungen auf den Kaninchendiinndarm beobachtet. 

   a) Am Ende der 4. Stunde zeigte der Dunndarm eine leichte Tonusherabsetzung. 
   b) Am Ende der 8. Stunde zeigte er keine nennenswerte Verandernngen. 

 c) Am Ende der 12 Stunde zeigte er eine deutliche Tonusherabsetzung; bei einem 

 Fall wurde sogar ein temporarer Stillstand der Darmbewegung beobachtet.  d

) Am Ende der 24. Stunde traten bei drei Fallen eine starke Tonussteigerung auf,
wahrend eine bedeutende Tonuserschlaffung nur bei einem Fall beobachtet wurdc. 

   2) Von einem Kaninchen wurde das rechte Ganglion cervicale superius operativ 

 reseziert; 48 Stunden danach wurde die operierte Seite von der Myosin angegriffen. 
An diesem Kaninchen wurde sodann eine akute Peritonitis durch die intraabdominale 

 Einspritzung von Coli-Bouillon experimentell erzeugt und am Ende 4., 8., 12, und 48. 
Stunde die horizontale Pupillenweite an der operierten Seite mit dem Haabschen Pupillo-

meter gemessen. 

   Die Untersuchungsresultate lassen sich folgendermassen zusammenfassen: 

   a) I. Gruppe. Die Pupillenweite der operierten Seite erweiterte sich allmahlich 

 wahrend der 4-12 Stunden, um dann wiederum sich zu verengern und zum Anfangs-

zustand zu gelangen. Zu dieser Gruppe gehorten vier unter 6 Fallen; sie zeigten meist 

 erhebliche peritonitische Symptome.
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   b) II. Gruppe. Allmahliche Erweiterung der betreffenden Pupillenweite wurde an 

zwei unter 6 Fallen beobachtet; diese beiden Falle wiesen relativ milde peritonitische 

 Symptome auf; aber die Kaninchen der samtlichen Falle starben innerhalb von 24 

Stunden. 

 Auf Grund der oben angegebenen biologischen Beobachtungen und der Ergebnisse 

 der Untersuchungen uber den Jodsaure-Wert, von welchem hereits in der I. Mitteilung 

Bericht erstattet wurde, ist Verf. zu den folgenden Schlussen gekommen: 

   Bei der skuten Peritonitis vermehrt sich allmahlich der Adrenalingehalt im Blute 

entsprechend dem Fortschreiten der Symptome, um die Blutdrucksenkung abzuhalten; 

im spateren Stadium der Peritonitis jedoch wurde die Sekretions- und Ausscheidungstatig-

keit des Adrenalins in der Nebenniere schwacher; in der Blutbahn verminderte sich der 

Adrenalingehalt auch in geringem Masse als beim normalen Zustand. (Autoreferat)
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